
Ⅳ 調査票





（第１回アンケート）

- 221 -

■ 川崎市総合計画について

川崎市では、少子高齢化への進展や人口減少社会の到来などの社会経済状況、本市を取り巻く環境の急速な

変化に対応するため、現在新たな総合計画を策定しています。これからの 10 年程度の市の将来を見すえたま

ちづくりを考えるにあたって、市民の皆さんのご意見を参考とするため次の問にお答えください。

問１ あなたは、川崎市全体のイメージについてどう思いますか。（○は１つだけ）

１ 良い

２ まあまあ良い

３ あまり良くない

４ 悪い

５ どちらともいえない

問２ あなたは、川崎市の魅力がどのようなところであると思いますか。それぞれの項目ごとにお答えくださ

い。（○はそれぞれ１つずつ）

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

そ
う
思
わ
な
い

回答例  ⇒ ① ２ ３

(１) 交通事故や犯罪が少なく安全・安心である １ ２ ３

(２) 消防・防災体制が充実している １ ２ ３

(３) 住居にかかる費用が安くすむ １ ２ ３

(４) 道路が整備され交通が円滑である １ ２ ３

(５) 快適な自転車利用環境が整っている １ ２ ３

(６) 良質な水道水を提供している １ ２ ３

安
全
・
安
心

(７) 下水道が整備されている １ ２ ３

(８) 高齢者にとって暮らしやすいまちである １ ２ ３

(９) 障害者にとって暮らしやすいまちである １ ２ ３

(10) 健康維持に向けた取組が充実している １ ２ ３

地
域
福
祉

(11) 医療機関・救急体制が充実している １ ２ ３

(12) 子育て世代・子ども自身にとって暮らしやすいまちである １ ２ ３

(13) 子どもの教育環境が充実している １ ２ ３

(14) 高等教育機関（大学、専門学校等）が充実している １ ２ ３

こ
ど
も
・
子
育
て(15) 女性の地位など人権に配慮している １ ２ ３

(16) 地球環境配慮や公害防止のための取組が充実している １ ２ ３

(17) ごみ収集や資源のリサイクル制度が充実している １ ２ ３

(18) 豊かな自然環境に恵まれている １ ２ ３

環

境

(19) 親しみやすい公園や広場に恵まれている １ ２ ３
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そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

そ
う
思
わ
な
い

(20) ものづくりなど産業活動が盛んである １ ２ ３

(21) 先端企業・研究開発機関が集積している １ ２ ３

(22) 主要駅周辺の再開発などにより街がにぎわっている １ ２ ３

(23) 買い物など日常生活が便利である １ ２ ３

(24) 公共交通の利便性が高い １ ２ ３

産
業
・
都
市
基
盤
整
備

(25) 都心にアクセスしやすい立地である １ ２ ３

(26) 観光資源に恵まれ地域のイメージがよい １ ２ ３

(27) 文化芸術に関する施設や催事が充実している １ ２ ３

(28) スポーツを行うまたは観戦する環境が充実している １ ２ ３

(29) 市民が親しめる水辺の環境（河川・港湾など）が整備されている １ ２ ３

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

(30) 国際交流が盛んである １ ２ ３

(31) 市民活動がしやすい環境である １ ２ ３

(32) 市政の情報公開や市民参加・協働が進んでいる １ ２ ３

市
民
自
治

(33) 行財政改革が進んでいる １ ２ ３

(34) その他（具体的に：                       ） １ ２ ３

問３ あなたは、現在、生活する上でどのような事柄に対して不安を感じていますか。

（あてはまるもの全てに○）

１ 自分の病気や老後の生活

２ 家族の病気や介護

３ 子育て（保育・教育・就職など）

４ 家計や資産

５ 仕事上の問題（失業・就労環境など）

６ 災害への備え

７ 犯罪や交通事故

８ 住宅や住環境の問題

９ 近所や地域との関係

10 その他

（具体的に：              ）

11 心配事はない
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問４ あなたは、これからの 10 年で、川崎市がどのような方向性・都市像を目指すべきと考えますか。次に

示す方向性について、優先度の高いと思うものを選んでください。（あてはまるもの３つまでに○）

１ 防災、防犯など安全・安心な暮らしのできる都市

２ 社会的に支援が必要な人（高齢者、障害者など）を支え合う都市

３ 子育てがしやすく、子どもが健やかに成長できる都市

４ 省エネルギーやリサイクルなど、環境配慮の取組が進んだ都市

５ 自然に親しめる公園・緑地・水辺などが豊富な都市

６ 企業活動などによる経済的活力にあふれ、国際的に競争力のある都市

７ 都市基盤や交通体系の維持・向上が図られた都市

８ 文化、スポーツ、観光資源などの魅力にあふれた都市

９ 市民の自治意識が高く、参加や協働が進んだ都市

10 行財政改革を進め、持続可能で健全な財政基盤を構築していく都市

問５ 新たな総合計画を策定するためには、しっかりとした財源の裏づけが必要です。平成 26(2014)年度予

算とともに公表した資料によると、現在のまま行政サービスを提供する場合、平成 27(2015)年度に 44億

円、平成 28(2016)年度に 92億円の収支不足が見込まれます。

今後の財政運営の方向性として、あなたが、優先度が高いと思うものを選んでください。（○は１つだけ）

        

【今後３年間の収支見通し（一般財源ベース）】

26 年 度 27 年 度 28 年 度

（単位：億円） 予 算 推 計 推 計

市税 2,922 2,941 2,964

その他 540 555 553

歳入計　a 3,462 3,496 3,517

人件費 808 803 823

扶助費 565 581 599

公債費 679 698 706

投資的経費 136 152 143

その他経費 1,274 1,306 1,338

歳出計　ｂ 3,462 3,540 3,609

収支額　ｃ a-b 0 -44 -92

※用語の解説

一般財源：市税など、特に使途の定めがない財源（収入）

扶助費：福祉や医療、介護などの給付費用

公債費：市債の償還に要する費用

投資的経費：都市拠点整備や、道路、学校などの公共施設の整備のための費用

その他経費：他の項目に属しない、行政サービスの提供や行政運営のための費用

１ 今後の景気回復を期待して、当面は借り入れなどで対応

２ 行政運営の執行体制やサービス水準の見直しを行い、支出を抑制することで対応

３ 広く市民に負担を求めることで、収入を増やして対応

４ その他（具体的に：                                   ）

収支不足の見込額
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問６ 本市では、これまで４次にわたる行財政改革プランに基づき、民間部門の活用等による効率的・効果的

な行政体制の整備などの改革を実施し、約 3,000 人の職員数の削減などによる 250 億円を上回る職員給※

の削減等の改革効果を上げてきましたが、今後、本市が重点的に進めていくべき行財政改革の取組として、

あなたは、どれが適当だと思いますか。（あてはまるもの３つまでに○）

※職員給：一般職員にかかる人件費のうち「退職手当」や「共済費」などを除いた「基本給」と「そ

の他の手当」の合計額

１ 市役所の業務を民間に委託するなど民間部門の活用

２ 効率的・効果的な市役所組織の整備

３ 身近な課題は身近な所で解決するという観点からの区役所の機能強化

４ 職員の人材育成などを通じた市民サービスの向上

５ 職員の給与・福利厚生制度の見直し

６ ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による事務の効率化

７ サービス開始時と比べて効果が薄れた公共サービスの見直し

８ 公共サービスの使用料などの適正化

９ 公共施設の効率的で効果的な整備

10 財政の健全化に向けて事業費を抑制する仕組みづくり

11 その他（具体的に：                                   ）

問７ あなたは、市の事業の見直しを進める中でも、特に継続すべきと考える事業・サービスはありますか。

（あてはまるもの３つまでに○）

１ 国際交流の推進

２ 危機管理・防災対策

３ 文化・芸術・スポーツの振興

４ 子ども・子育て支援施策の充実

５ 産業・農業の振興

６ 温暖化防止等の環境施策

７ 保健・医療の充実

８ 高齢者福祉の充実

９ 障害者（児）福祉の充実

10 主要駅周辺の再開発

11 公共建築物の整備

12 幹線道路網の整備

13 駐輪場整備等の自転車対策

14 港湾の整備

15 下水道の整備

16 バス等の交通網の整備

17 社会教育の充実

18 学校教育環境の整備

19 その他

（具体的に：              ）
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■ 選挙について ※外国籍の方は回答不要です。８ページの「区民会議について」へ進んでください。

平成 27 年春に、川崎市議会議員選挙、神奈川県議会議員選挙及び神奈川県知事選挙の３つの選挙が行われ

る予定です。以下、この３つの選挙をまとめて「川崎市議会議員選挙等」といいます。

川崎市選挙管理委員会では、これまでの選挙においても、有権者のみなさんに貴重な一票を行使していただ

くために様々な媒体を用いて投票日や投票方法の周知に努めてきましたが、より効果的に市民のみなさんにお

知らせする方法を検討するため、次の問にお答えください。

問８ あなたは、ふだん国や地方の政治についてどの程度関心を持っていますか。（○は１つだけ）

１ 非常に関心がある

２ 多少は関心がある

３ ほとんど関心をもっていない

４ 全く関心をもっていない

問９ 昨年 10 月に川崎市長選挙が行われましたが、あなたは投票に行きましたか。（○は１つだけ）

１ 投票に行った → 問10へ

２ 投票に行かなかった

３ その他（覚えていない、選挙時は20歳未満だった等） → 問10へ

「問９で、『２ 投票に行かなかった』と回答した方にうかがいます。」

問９-１ 投票に行かなかった理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 投票したい人がいなかったから

２ 公約や政策で共感できるものがなかったから

３ 政治や選挙に関心がないから

４ 自分ひとりが投票しなくても選挙に影響がないと思ったから

５ 当選すると思われる人や選挙結果の予想がついたから

６ 投票所が遠い（不便である）から

７ 投票所へ行くのが面倒だったから

８ 仕事や用事等で忙しく、時間が取れなかったから

９ その他（具体的に：                                    ）
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（全員の方に）

問 10 昨年 10 月の川崎市長選挙で、市からの選挙についての情報源として実際に見たり、聞いたりしたもの

は何ですか。（あてはまるもの全てに○）

「問９で、『１ 投票に行った』と回答した方にうかがいます。」

問 11 問 10で「見たり、聞いたりしたもの」のうち、投票する際に役に立ったと思うものは何ですか。

（あてはまるもの全てに○）

問10 問11

見
た
り
、
聞
い
た
り

し
た
も
の

役
に
立
っ
た
と

思
う
も
の

(１) 川崎市政だより １ １

(２) 投票所入場整理券及び同封する啓発チラシ ２ ２

(３) 市役所、区役所等の市内の公共機関や駅に掲出するポスター ３ ３

(４) ターミナル駅の床、柱、階段等に掲出する広告 ４ ４

(５) 新聞折り込みによるチラシ ５ ５

(６) 市役所や区役所の広報車やごみ収集車による放送 ６ ６

(７) バスの正面へ掲出する幕 ７ ７

(８) 市役所、区役所等の市内公共機関等に掲出する懸垂幕 ８ ８

(９) 歩道橋等に掲出する横断幕 ９ ９

(10) インターネットのバナー広告 １０ １０

(11) 川崎市長選挙特設のホームページ １１ １１

(12) 川崎市長選挙用の動画サイト（YouTube）のオリジナル Web ムービー １２ １２

(13) 街頭啓発キャンペーン（区役所等で実施した各種イベントにおける啓発を含む） １３ １３

(14) 映画館での映画上映前に流れるＣＭ １４ １４

(15) ＦＭラジオによるＣＭ １５ １５

(16) タウン誌等の広告 １６ １６

(17) コンビニエンスストア及び大学の食堂等で配布する割箸袋の広告 １７ １７

(18) ポスター掲示場 １８ １８

(19) 選挙公報 １９ １９

(20) 多摩川花火大会での仕掛け花火 ２０ ２０

(21) 見たり聞いたりしたもの（役に立ったと思うもの）は特にない ２１ ２１



（第１回アンケート）

- 227 -

（全員の方に）

問 12 昨年 10 月の川崎市長選挙の際に、啓発イメージキャラクターとしてお笑いタレントの鉄拳さんを起

用しましたが、このことについてどう思いますか。（○は１つだけ）

１ 鉄拳さんの起用は、目を引くポスターデザインでインパクトがあってよかった

２ 投票率の低い若者に人気のあるタレントを起用した方がよい

３ もっと幅広い年代に知られているタレントを起用した方がよい

４ タレントは起用しなくてもよい

５ タレントの起用はやめるべきだ

問 13 あなたは、平成 27 年春に川崎市議会議員選挙等が行われることを知っていますか。（○は１つだけ）

１ 知っている ２ 知らなかった

問 14 あなたは、平成 27 年春に行われる川崎市議会議員選挙等の投票日・投票の場所・制度や方法等を周

知する手段として、効果的だと思うものは何ですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 川崎市政だより

２ 新聞折り込みによるチラシ

３ ラッピング電車（南武線車両の外側本体に

広告を掲出している電車）

４ ラッピングバス（バス車両の外側本体に

広告を掲出しているバス）

５ 電車やバスの車内に掲出する広告

６ 歩道橋等に掲出する横断幕

７ インターネットのバナー広告

８ 選挙特設のホームページ

９ ツイッター、フェイスブック等のＳＮＳへの投稿

10 新聞広告

11 タウン誌、フリーペーパー等の広告

12 コンビニエンスストアのＡＴＭ画面広告

13 映画館での映画上映前に流れるＣＭ

14 投票所入場整理券及び同封する啓発チラシ

15 主要駅等における街頭啓発

16 その他

（具体的に：                ）

問 15 あなたは、平成 27 年春に行われる川崎市議会議員選挙等の投票に行きますか。（○は１つだけ）

１ 投票に行くつもり ２ 投票に行かないつもり ３ 投票に行くか、行かないか分からない

「問 15 で、『２ 投票に行かないつもり』と回答した方にうかがいます。」

問 15-１ 投票に行かない理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 投票したい人がいないから

２ どの人、どの政党がよいかわからないから

３ 政治や選挙に関心がないから

４ 自分ひとりが投票しなくても選挙に影響がないと

思うから

５ 当選すると思われる人や選挙結果の予想がつくから

６ 投票所が遠い（不便である）から

７ 投票所へ行くのが面倒だから

８ 仕事や用事等で忙しく、時間が取れそう

もないから

９ その他

（具体的に：           ）
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■ 区民会議について

川崎市では、暮らしやすい地域社会をめざして、区民の参加と協働による地域社会の課題の解決に向けた調

査審議を行うため、平成 18 年度から各区に区民会議を設置しています。

今後の区民会議の運営の参考とするため、次の問にお答えください。

問 16 あなたは、お住まいの区の区民会議について知っていますか。（○は１つだけ）

１ 内容まで知っている ２ あることは知っている ３ 知らない → 問17へ

「問 16 で、『１ 内容まで知っている』または『２ あることは知っている』と回答した方にうかがいます。」

問 16-１ あなたは、区民会議をどのようにして知りましたか。（あてはまるもの全てに○）

１ 市政だより

２ 町内会・自治会の回覧

３ 新聞、タウン紙

４ テレビ

５ 市のホームページ

６ メールマガジン

７ 自宅に配布された区民会議のアンケート

８ 人から聞いた

９ 区民会議のフォーラム・集会

10 区民会議の広報紙（区民会議ニュース・区民会議

だよりなど）

11 区民会議のパンフレット

12 市から発送された封筒に掲載されている区民会議

のロゴマーク

13 区民会議のＰＲ動画

14 区民会議交流会

15 その他

（具体的に：                ）

◆区民会議とは

それぞれの区にある区民会議では、区民が委員となり、身近な地域の課題を選んで解決に向

けた話し合いをします。その結果は区長が受け取り、区民と区役所との協働（※）などにより、

課題の解決に向けた取り組みを進めます。

（※）協働とは、共通の目的を実現するために、それぞれの役割と責任の下で、相互の立場を

尊重し、対等な関係で協力することです。

◆区民会議を通じた課題解決のしくみ

   詳細は、川崎市ホームページ「区民会議について」でもご覧いただけます。

                       

区民会議で

話し合います

課

題

解

決

結果は

区長へ

地域の課題

を集めます

②課題を選んで解決
に向けて話し合い、解
決策をまとめます。

解決への取り組

みが進みます

④課題解決をめざし、区民の取り
組み、区民と区役所との協働、区
役所の取り組みなどが進みます。

①身近な地域の
課題を区民会議
が集めます。

③話し合いの結果
（解決策）は区長
が受け取ります。

検索区民会議 川崎市
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（全員の方に）

問 17 あなたは、区民会議でどのような地域の課題を取り上げてほしいですか。

（あてはまるもの３つまでに○）

１ 防犯・防災などの安全・安心のまちづくり

２ 放置自転車対策

３ 高齢者支援など福祉の推進、健康の増進

４ 子ども・子育て支援

５ 市民が学び、役立てる機会の充実

６ 緑の保全、環境への配慮

７ 産業（商業・ものづくり・農業など）で地域を

活性化させる

８ 地域資源（音楽・スポーツ・文化・芸術など）

で地域を活性化させる

９ 地域コミュニティの活性化、市民活動の支援

10 その他

（具体的に：              ）

11 特にない／わからない

問 18 あなたが、区民会議に対して期待することは何ですか。（あてはまるもの３つまでに○）

１ 幅広い世代の人が委員となること

２ 活発に話し合い、意見をまとめること

３ より多くの区民の意見を取り入れて話し合うこと

４ 地域の課題や話し合いの結果を広く知らせること

５ 地域のさまざまな活動団体同士がつながりを強め、連携すること

６ 話し合った結果を実際の取組につなげること

７ その他（具体的に：                                    ）

８ 特にない／わからない

問 19 あなたは、区民会議の活動に参加したいですか。（○は１つだけ）

１ 参加したい ２ できたら参加したい ３ 参加したくない → 問19-２へ

「問 19 で、『１ 参加したい』または『２ できたら参加したい』と回答した方にうかがいます。」

問 19-１ あなたは、区民会議についてどのような参加をしたいと思いますか。（○は２つまで）

１ 委員になって活動したい

２ 傍聴したい

３ 地域の課題提案や、意見の提出をしたい

４ 課題解決への取組の実践に協力したい

５ フォーラムや交流会に参加したい

６ その他（具体的に：            ）

「問 19 で、『３ 参加したくない』と回答した方にうかがいます。」

問 19-２ あなたが、区民会議に参加したくないのはどのような理由からですか。（○は２つまで）

１ 区民会議のしくみがよくわからないから

２ 時間の余裕がないから

３ 住んでいる地域に課題がないと思うから

４ 地域の課題に関わるのがわずらわしいから

５ 関心がないから

６ その他（具体的に：             ）
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■ 大気環境データの提供について

近年、微小粒子状物質（ＰＭ2.5）等による大気環境問題への社会的関心が高まっていますが、本市では市

内に 18 か所の一般環境大気測定局及び自動車排出ガス測定局を設置して大気の汚染状況等を測定し、各種情

報提供手段を活用して市民に提供するとともに、神奈川県が発令する光化学スモッグ注意報やＰＭ2.5 の高濃

度予測の注意喚起の判断データとして活用しています。

つきましては、今後の大気環境データ（ＰＭ2.5 の濃度や気温等）のより効果的な提供に向けた検討資料と

するため、次の問にお答えください。

＜ホームページ＞

＜地上デジタルテレビのデータ放送＞

＜環境情報＞
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問 20 あなたは、本市が行っている大気環境データ（ＰＭ2.5 の濃度や気温等）の提供方法で知っているもの

は何ですか。（各項目であてはまるもの１つに○）

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

利
用
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

提
供
し
て
い
る
こ
と
は

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

(１) 市のホームページ（パソコン及びスマートフォン等） １ ２ ３

(２) 地上デジタルテレビのデータ放送（テレビ神奈川、YOU テレビ） １ ２ ３

(３) 市役所第 3 庁舎 1 階ロビーの大気環境情報モニター １ ２ ３

(４) 本市の月間情報誌「環境情報」 １ ２ ３

(５) 本市が発行している冊子（川崎の大気環境、環境局事業概要（公害編）） １ ２ ３

(６) メール配信（光化学スモッグ注意報等発令時、PM2.5 高濃度注意喚起時） １ ２ ３

(７) その他（具体的に：                       ） １ ２ ３

「問 20 で、（１）～（３）のいずれかを『利用したことがある』と回答した方にうかがいます。」

問 20-１ あなたは、過去１年間でリアルタイムで提供している大気環境データを何日くらい利用したこ

とがありますか。（各項目であてはまるもの１つに○）

ほ
ぼ
毎
日
利
用

す
る

週
に
１
～
６
日

程
度
利
用
す
る

月
に
１
～
３
日

程
度
利
用
す
る

年
に
数
日
程
度

利
用
す
る

ニ
ュ
ー
ス
等
で

話
題
に
な
っ
た

と
き
利
用
す
る

(１) 市のホームページ（パソコン及びスマートフォン等） １ ２ ３ ４ ５

(２) 地上デジタルテレビのデータ放送 １ ２ ３ ４ ５

(３) 市役所第３庁舎１階ロビーの大気環境情報モニター １ ２ ３ ４ ５
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（全員の方に）

問 21 あなたは、大気環境データをどのように活用されていますか。利用したことがない方は、大気環境デ

ータを今後どのように活用したいですか。（あてはまるもの全てに○）

＜利用したことがある方＞

「問 20 で、（１）～（７）のいずれかを『利用したことがある』と回答した方にうかがいます。」

１ 光化学スモッグ注意報等の発令、

PM2.5高濃度注意喚起の状況把握

２ 市内の大気環境状況の把握

３ 大気環境データを必要とする業務・研究の資料

４ その他（具体的に：                  ）

＜利用したことがない方＞

１ 光化学スモッグ注意報等の発令、

PM2.5高濃度注意喚起の状況把握

２ 市内の大気環境状況の把握

３ 大気環境データを必要とする業務・研究の資料

４ その他（具体的に：                  ）

５ 活用する予定はない

問 22 あなたは、どこで大気環境データをご覧になりたいですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 自宅

２ 通勤・通学途中

３ 職場・学校

４ 市役所等の本市公共施設        ７ 特にない

５ ２～４以外の外出時

６ その他（具体的に：       ）

問 23 あなたは、特にどのような方法で、大気環境データをご覧になりたいですか。（○は１つだけ）

１ 市のホームページ（パソコン及びスマートフォン等）

２ 地上デジタルテレビのデータ放送（テレビ神奈川、YOU テレビ）

３ 市役所第3庁舎1階ロビーの大気環境情報モニター

４ 本市の月間情報誌「環境情報」

５ 本市が発行している冊子（川崎の大気環境、環境局事業概要（公害編））

６ メール配信（光化学スモッグ注意報等発令時、PM2.5高濃度注意喚起時）

７ スマートフォンのアプリ【新設】

８ 各区役所、図書館などの市公共施設へのモニター【新設】

９ その他（具体的に：                                    ）

10 特にない

問 24 あなたは、どのような大気環境に関する情報を充実してほしいですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 大気環境データ

２ 光化学スモッグ注意報等の発令に関する情報

３ PM2.5高濃度注意喚起に関する情報

４ 大気汚染物質の健康影響に関する情報

５ その他（具体的に：           ）

６ 現状で良い
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Ｆ１ 性別（○は１つだけ）

１ 男性 ２ 女性

Ｆ２ 年齢（○は１つだけ）

１ 20～24歳

２ 25～29歳

３ 30～34歳

４ 35～39歳

５ 40～44歳

６ 45～49歳

７ 50～54歳

８ 55～59歳

９ 60～64歳

10 65～69歳

11 70～74歳

12 75歳以上

Ｆ３ あなたのお仕事は、この中のどれですか。（○は１つだけ）

１ 自営業主

２ 家族従業（家業手伝い）

３ 勤め（全日）

４ 勤め（パートタイム）

５ 内職

６ 主婦・主夫（家事専業）

７ 学生

８ 無職（収入が年金のみの方を含む）

９ その他

「Ｆ３で、『１ 自営業主』『２ 家族従業（家業手伝い）』『３ 勤め（全日）』『４ 勤め（パートタイム）』

のいずれかに回答した方にうかがいます。」

Ｆ３-１ お仕事の内容を具体的にお聞かせください。（○は１つだけ）

１ 自営業主、２ 家族従業の方

（１～３の中からお選びください。）

勤め（３ 全日、４ パートタイム）の方

（４～８の中からお選びください。）

１ 農林漁業

２ 商工サービス業

３ 自由業

４ 経営・管理職 ７ 技能・労務職

５ 専門・技術職 ８ 販売・サービス職

６ 事務職

（全員の方に）

Ｆ４ お勤め先あるいは通学先はどちらですか。（○は１つだけ）

１ 川崎市内（お住まいと同じ区）

２ 川崎市内（お住まいと別の区）

３ 横浜市

４ 神奈川県内（川崎市・横浜市以外）

５ 東京都（23区内）

６ 東京都（23区以外）

７ その他

８ 通勤・通学していない

■ あなたご自身について

Ｆ４へ
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Ｆ５ あなたは、ふだん最寄り駅まで主にどのような交通手段をご利用になりますか。（○は１つだけ）

１ 徒歩

２ 自転車

３ 原付

４ バイク（原付を含まない）

５ バス

６ 自動車（送迎含む）

Ｆ６ Ｆ５で選択した交通手段を利用した場合、最寄り駅までの所要時間はおよそ何分ですか。（記入式）

分 （片道）

Ｆ７ あなたがお持ちの運転免許は、次のうちどれですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 自動車 ２ 自動二輪 ３ 原付のみ ４ 運転免許を持っていない

Ｆ８ あなたの世帯でお持ちの交通用具は、次のうちどれですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 自転車

２ 原付

３ バイク（原付を含まない）

４ 自動車

５ その他（具体的に：          ）

６ いずれも持っていない

Ｆ９ あなたの現在のお住まいは、この中のどれにあたりますか。（○は１つだけ）

１ 持ち家（一戸建）

２ 持ち家（マンション・集合住宅等）

３ 借家（一戸建）

４ 借家（マンション・集合住宅等・公営住宅）

５ 借家（民間アパート・間借・下宿）

６ 社宅・寮・公務員住宅

７ その他

Ｆ10 現在、同居しているご家族は、あなたを含めて何人いらっしゃいますか。（○は１つだけ）

１ １人

２ ２人

３ ３人

４ ４人

５ ５人

６ ６人

７ ７人以上

Ｆ11 ご家族に中学生以下のお子さんはいらっしゃいますか。（○は１つだけ）

１ いる ２ いない

Ｆ12 65 歳以上の方は同居していらっしゃいますか。（○は１つだけ）

（ご自分が 65 歳以上の方は１に○をつけてください。）

１ いる ２ いない
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Ｆ13 あなたの世帯の昨年１年間の収入（税込み）はおよそどのくらいでしたか。（○は１つだけ）

１ ２００万円未満

２ ２００～３００万円未満

３ ３００～４００万円未満

４ ４００～５００万円未満

５ ５００～７００万円未満

６ ７００～１,０００万円未満

７ １,０００～１,５００万円未満

８ １,５００～２,０００万円未満

９ ２,０００万円以上

10 分からない／答えたくない

Ｆ14 あなたが現在お住まいの区はどちらですか。（○は１つだけ）

１ 川崎区

２ 幸区

３ 中原区

４ 高津区

５ 宮前区

６ 多摩区

７ 麻生区

Ｆ15 あなたのお住まいの地域の様子は、次のどれにあたりますか。（○は１つだけ）

１ オフィスビル、商業ビル、商店などがある地域

２ 古くからの住宅が中心となっている地域

３ 新しく開発された住宅地域

４ 住宅と工場が混在している地域

５ まわりに田畑や山林などの緑が残されている地域

６ その他（具体的に：                                  ）

Ｆ16 町内会に加入していますか。（○は１つだけ）

１ いる ２ いない

最後に、川崎市の市政について、ご意見やご要望等がございましたら、どんなことでもご自由に記入し
てください。

以上でアンケートは終了です。

ご協力大変ありがとうございました。
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■ 定住状況について

問１～問９の「定住状況」、「生活環境の評価」、「関心ごとと行動範囲」、「市政に対する評価と要望」

は、昭和 50年度から継続的に調査し、市政運営や政策立案などの参考にしています。

問１ あなたは、今のところにお住まいになって、何年になりますか。（○は１つだけ）

１ 生まれてからずっと住んでいる

２ １年未満

３ １～３年未満

４ ３～５年未満

５ ５～10年未満

６ 10～20年未満

７ 20年以上

問２ あなたは、これからも今のところにお住まいになりたいですか。（○は１つだけ）

１ これからも住んでいたい

２ できれば市内の他の区へ移りたい

３ できれば市外へ移りたい

４ わからない

「問２で、『２ できれば市内の他の区へ移りたい』または『３ できれば市外へ移りたい』と回答した方

にうかがいます。」

問２-１ あなたが、今のところから移りたい、または移る理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 通勤・通学が不便だから

２ 買い物が不便だから

３ 住宅事情がよくないから（家賃が高い、

家が狭いなど）

４ 住環境がよくないから（日照、騒音、治安など）

５ 医療環境がよくないから

６ 保育環境がよくないから

７ 介護環境がよくないから

８ 子供の教育のため

９ その他（具体的に：           ）

「問２で、『２ できれば市内の他の区へ移りたい』または『３ できれば市外へ移りたい』と回答した方

にうかがいます。」

問２-２ あなたは、どこに住みたいと思いますか。（○は１つだけ）

１ 川崎区

２ 幸区

３ 中原区

４ 高津区

５ 宮前区

６ 多摩区

７ 麻生区

８ 横浜市

９ 神奈川県（川崎市・横浜市を除く）

10 東京23区

11 23区以外の東京都

12 その他の道府県
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■ 生活環境の評価について

問３ お住まいの周りの生活環境についてうかがいます。

あなたは、次にあげる項目についてどの程度満足していますか。（○はそれぞれ１つずつ）

満
足
し
て
い
る

ま
あ
満
足
し
て
い
る

少
し
不
満
で
あ
る

不
満
で
あ
る

わ
か
ら
な
い

回答例  ⇒ ① ２ ３ ４ ５

(１) 地震・火災・風水害などの災害に対する安心感 １ ２ ３ ４ ５

(２) 風紀上・防犯上の安心感 １ ２ ３ ４ ５

(３) 交通事故・危険物からの安心感 １ ２ ３ ４ ５

(４) 空気や川、海のきれいさ １ ２ ３ ４ ５

(５) 家の周りの静けさ １ ２ ３ ４ ５

(６) 公園や緑の豊かさ １ ２ ３ ４ ５

(７) 通勤・通学の便利さ １ ２ ３ ４ ５

(８) 買い物の便利さ １ ２ ３ ４ ５

(９) 病院や医院までの距離 １ ２ ３ ４ ５

(10) 休日、夜間などの救急医療体制の充実度 １ ２ ３ ４ ５

(11) 市民館、図書館、スポーツ施設などへの距離 １ ２ ３ ４ ５

(12) 市や区の窓口サービス １ ２ ３ ４ ５

問４ あなたは、地域の生活環境を総合的に見た場合、今住んでいる地域にどの程度満足していますか。

（○は１つだけ）

１ 満足している

２ まあ満足している

３ 少し不満である

４ 不満である

５ わからない
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■ 関心ごとと行動範囲について

問５ あなたが、現在特に関心をお持ちのことは何ですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 子ども

２ 家族

３ 友人・知人

４ 住宅・土地

５ お金・財産

６ 健康

７ 仕事（家事や勉強も含む）

８ 老後の生活

９ 趣味・娯楽

10 スポーツ・レジャー

11 信仰・宗教

12 政治

13 ボランティア活動

14 地域活動（町会・自治会、子ども会等）

15 その他

16 特にない

問６ あなたは、行楽や文化施設の利用・ショッピングなどをされる場合、主にどこに行かれますか。

（○はそれぞれ１つずつ）

川
崎
市
内

横
浜
市
内

川
崎
市
・
横
浜
市
以
外
の

神
奈
川
県

東
京

区

そ
の
他
の
地
域

そ
う
い
う
こ
と
は
し
な
い

の
で
わ
か
ら
な
い

(１) 自然に親しむための近距離の行楽 １ ２ ３ ４ ５ ６

(２) 遊園地や動物園等のレジャーでの行楽 １ ２ ３ ４ ５ ６

(３) 観劇や映画鑑賞 １ ２ ３ ４ ５ ６

(４) 音楽会や美術展 １ ２ ３ ４ ５ ６

(５) 趣味を生かす講習や練習（音楽・演劇・美術等） １ ２ ３ ４ ５ ６

(６) 図書館の利用 １ ２ ３ ４ ５ ６

(７) 美術館・博物館の利用 １ ２ ３ ４ ５ ６

(８) レストランなどでの飲食 １ ２ ３ ４ ５ ６

(９) 洒落たものや高価なものを買うためのショッピング １ ２ ３ ４ ５ ６

(10) スポーツをする（観る） １ ２ ３ ４ ５ ６

23
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■ 市政に対する評価と要望について

問７ 市政について総合的にうかがいます。あなたは、次にあげる仕事の中で、よくやっていると思われるも

のはどれですか。（あてはまるもの全てに○）

問８ また、あなたが今後特に力を入れてほしいとお考えのものはどれですか。（あてはまるもの全てに○）

問７ 問８

よ
く
や
っ
て
い
る
と

思
う
も
の

今
後
特
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
も
の

(１) 海外姉妹都市との国際交流事業 １ １

(２) 行財政改革 ２ ２

(３) 市や区の仕事などについての情報提供 ３ ３

(４) 市政への市民参加の促進のための施策 ４ ４

(５) 地域の問題が解決できるような区役所機能の強化 ５ ５

(６) 防犯対策 ６ ６

(７) 交通安全対策 ７ ７

(８) 美術館、各種ホールなど文化施設の整備 ８ ８

(９) 映画祭、国際会議など文化的な催しや活動 ９ ９

(10) 女性の地位向上のための施策 １０ １０

(11) 中小企業などで働く人々の生活と権利を守る施策 １１ １１

(12) 観光推進、シティーセールス（都市イメージの向上） １２ １２

(13) 道路、公園、広場の美化・清掃 １３ １３

(14) 公園の整備や維持管理 １４ １４

(15) 自然や緑の保全 １５ １５

(16) 大気汚染や騒音・振動などの公害防止対策 １６ １６

(17) 日常のごみ収集やリサイクル １７ １７

(18) 子どものための施策 １８ １８

(19) 高齢者のための施策 １９ １９
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問７ 問８

よ
く
や
っ
て
い
る
と

思
う
も
の

今
後
特
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
も
の

(20) 障害者のための施策 ２０ ２０

(21) 病院、診療所の整備や救急医療体制の整備 ２１ ２１

(22) 健康診断、がん検診、健康相談など、健康づくりのための施策 ２２ ２２

(23) 市営住宅の建設・整備 ２３ ２３

(24) 主要な駅周辺の再開発 ２４ ２４

(25) 河川の整備 ２５ ２５

(26) 下水道の整備 ２６ ２６

(27) 道路・歩道の整備 ２７ ２７

(28) 放置自転車、駐輪場の整備などの自転車対策 ２８ ２８

(29) 市民が親しむことのできる港湾の整備 ２９ ２９

(30) 水道水の安定供給 ３０ ３０

(31) バスなどの交通網の整備 ３１ ３１

(32) 消防力の強化や防災体制の整備 ３２ ３２

(33) 市民が学習する機会や施設の整備 ３３ ３３

(34) スポーツ・レクリエーションの施設整備 ３４ ３４

(35) 小・中・高校の施設整備や教育内容の充実のための施策 ３５ ３５

(36) わからない ３６ ３６

(37) 特にない ３７ ３７

問９ あなたは、川崎市が進めている施策や事業を総合的に見た場合、どの程度満足していますか。

（○は１つだけ）

１ 満足している

２ まあ満足している

３ 少し不満である

４ 不満である

５ わからない
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■ 市政情報について

市政だよりの配布率が年々低下しております。市政情報を効果的・効率的に発信するための施策を検討する

ため、次の問にお答えください。

問 10 あなたは、川崎市の情報（事業や行事、お知らせなど）を、普段どのようなものから得ていますか。

（あてはまるもの全てに○）

１ 市政だより

２ 市や区のホームページ

３ 市で発信しているソーシャルメディア

（ツイッター、フェイスブックなど）

４ 市の広報テレビ・ラジオ番組

５ 広報掲示板

６ 町内会・自治会の回覧板

７ 市の発行しているその他印刷物

８ 一般の新聞・テレビ・ラジオ番組

９ フリーペーパー（地域情報誌）

10 その他（具体的に：            ）

11 特に情報を得ていない

問 11 市政だよりは、毎月１日と 21 日に発行しています。１日号は町内会・自治会等を通じて配布し、21

日号は新聞折込みにより配布しています。また、いずれの号も市ホームページや公共施設、駅、金融機

関、スーパー、コンビニなどでも配布しています。

「１日号」、「21 日号」それぞれについてうかがいます。

（１）あなたは、「市政だより１日号」を読んでいますか。（○は１つだけ）

１ 毎月読んでいる

２ ほとんど毎月読んでいる

３ たまに読んでいる

４ ほとんど読んでいない

５ 読んでいない

「問 11（１）で、『毎月読んでいる』『ほとんど毎月読んでいる』『たまに読んでいる』のいずれかに回答し

た方にうかがいます。」

問 11-１ あなたは、「１日号」の中でどの記事を読んでいますか。（あてはまるもの全てに○）

１ １面の特集記事

２ 市の施策、報告など

３ 市の催し、講座、イベント情報などの

お知らせ記事

４ 区の取り組み、催し、講座、イベント情報など

５ 生田緑地、ミューザ川崎などの毎月掲載コーナー

６ その他（具体的に：            ）

「問 11（１）で、『ほとんど読んでいない』または『読んでいない』と回答した方にうかがいます。」

問 11-２ あなたが、「１日号」を読んでいない理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 届いていない

２ 他媒体（ホームページ、テレビ、ラジオなど）で

情報を得ているため必要ない

３ 読みたい情報がない・読む必要性を感じていない

４ 読みたいが時間がない

５ 市政・区政に関心がない

６ 読みにくい

７ その他（具体的に：        ）
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（全員の方に）

（２）あなたは、「市政だより 21 日号」を読んでいますか。（○は１つだけ）

１ 毎月読んでいる

２ ほとんど毎月読んでいる

３ たまに読んでいる

４ ほとんど読んでいない

５ 読んでいない

「問 11（２）で、『毎月読んでいる』『ほとんど毎月読んでいる』『たまに読んでいる』のいずれかに回答し

た方にうかがいます。」

問 11-３ あなたは、「21 日号」の中でどの記事を読んでいますか。（あてはまるもの全てに○）

１ １面の特集記事

２ 市の施策、報告など

３ 市の催し、講座、イベント情報などのお知らせ記事

４ 「おでかけ写真館」などの読者投稿欄

５ その他

（具体的に： ）

「問 11（２）で、『ほとんど読んでいない』または『読んでいない』と回答した方にうかがいます。」

問11-４ あなたが、「21 日号」を読んでいない理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 新聞を購読していないので届いていない

２ 新聞を購読しているが届いていない

３ 他媒体（ホームページ、テレビ、ラジオなど）で

情報を得ているため必要ない

４ 読みたい情報がない・読む必要性を感じていない

５ 読みたいが時間がない

６ 市政・区政に関心がない

７ 読みにくい

８ その他

（具体的に： ）

（全員の方に）

問 12 あなたは、今後、どのような市政だよりになってほしいですか。（あてはまるもの３つまでに○）

１ 紙面のデザインや仕様（大きさ、色使い）などを新しくする

２ スポーツ・文化・自然など親しみやすいテーマの特集を充実させる

３ 市の催し、講座、イベント情報などのお知らせ掲示板を充実させる

４ 区の取り組み、催し、講座、イベント情報などを充実させる

５ 市民リポーターや市民投稿欄などを新設し、市民参加型の紙面とする

６ 市の施策の報告などを充実させる

７ 生田緑地、ミューザ川崎などの毎月掲載コーナーを充実させる

８ その他（具体的に： ）

９ 今のままでよい

10 わからない

問 13 あなたは、今後、どのように市政だよりを届けてほしいですか。（○は１つだけ）

１ インターネットは利用しているが、紙のほうが見やすいため、これからも紙で配ってほしい

２ インターネットは利用していないため、紙で配ってほしい

３ 市政だよりは公共施設、スーパー、コンビニなどで手に入れているので、配らなくてもよい

４ 市政だよりはインターネットで見ていることが多いので、紙で発行しなくてもよい

５ その他（具体的に： ）
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■ がん検診について

川崎市では、市民のみなさんの健康増進とがんの早期発見を目的に、肺がん、大腸がん、胃がん、子宮がん、

乳がんの５つのがん検診を実施しています。このがん検診をより多くの方に受診していただくため、様々な啓

発活動等を実施しているところです。

今後のがん検診受診率向上の施策を検討する際の参考とするため、次の問にお答えください。

問 14 あなたは、日頃からがん予防として心掛けていることはありますか。（あてはまるもの全てに○）

１ 食事に気をつけている

２ 適度に運動している

３ よく睡眠をとっている

４ 喫煙しない

５ 飲酒の量を控えている

６ 定期的にがん検診を受けている

７ その他（具体的に：           ）

８ 特に何もしていない

問 15 あなたは、がん検診又はがんの検査を含む健康診断や人間ドック等を受けたことがありますか。

（あてはまるもの全てに○）

１ １年以内に､肺がん検診（胸のレントゲン撮影など）を受けた

２ １年以内に､大腸がん検診（便潜血反応検査（検便）など）を受けた

３ １年以内に､胃がん検診（バリウムによるレントゲン撮影や胃カメラによる撮影など）を受けた

４ ２年以内に､子宮がん検診（子宮の細胞診検査など）を受けた

５ ２年以内に､乳がん検診（マンモグラフィ撮影や乳房超音波（エコー）検査など）を受けた

６ １年以内に､上記１～５以外のがん検診（検査）を受けた

   → ※受診したがん検診（検査）の種類：（           ）がん検診（検査）

７ 受診していない（上記１～６に該当しない） → 問15-３へ

「問 15 で、『１』～『６』のいずれかに回答した方にうかがいます。」

問 15-１ あなたが、受けたがん検診又はがんの検査を含む健康診断や人間ドック等は、どのような機会に

実施されたものですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 川崎市のがん検診

２ 会社や健康保険組合等が実施するがん検診（検査）

３ 上記１、２以外で個人的に医療機関へ出向いて受けたがん検診（検査）

４ その他（具体的に： ）

「問 15 で、『１』～『６』のいずれかに回答した方にうかがいます。」

問 15-２ あなたが、がん検診（検査）を受診した理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 市のお知らせが来たから

２ 市の広報（市政だよりや案内チラシなど）を

見たから

３ 主治医や医療機関からの勧めがあったから

４ 家族や友人からの勧めがあったから

５ 職場に無料又は安価な検診があるから

６ 身近な人ががんになったことがあるから

７ がんになって家族に負担をかけないため

８ 気になる症状があったから

９ がんへの不安があるため

10 その他（具体的に： ）
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「問 15 で、『７ 受診していない（上記１～６に該当しない）』と回答した方にうかがいます。」

問 15-３ あなたが、がん検診（検査）を受診していない理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 時間がないから（仕事や家事で忙しいなど）

２ 面倒くさいから

３ 費用がかかるから（料金が高いなど）

４ まだそういう年齢ではないから

５ 関心がなかった（知らなかった）から

６ 検査に伴う苦痛等に不安があるから（不快、

恥ずかしいなど）

７ 健康に自信があるから

８ 主治医に任せているから（通院中など）

９ 心配になったらすぐ医療機関で受診するから

10 検査結果に不安がある（がんと分かるのが

怖い）から

11 受診しようとしていたが忘れていたから

12 その他（具体的に： ）

（全員の方に）

問 16 川崎市では、職場や健康保険組合等で実施するがん検診を受診する機会が無い方を対象として、次の

がん検診を実施しています。

   あなたは、川崎市のがん検診を知っていましたか。（○は１つだけ）

１ 知っていた ２ 知らなかった

問 17 川崎市のがん検診を周知する方法として、あなたが最も効果的だと思うものはどれですか。

（○は１つだけ）

１ パンフレットやリーフレットなどの広報物配布

２ ホームページによる情報提供

３ ポスターの掲示

４ 講演会やイベントなどの啓発事業の開催

５ ソーシャルメディア（ツイッターやフェイスブック等）による情報配信

６ 個人宛の案内通知や電話による受診の勧め

７ その他（具体的に： ）

８ わからない

検 診 対 象 者 主な検査内容
費 用

（所得等により無料と

   なる場合があります）

肺がん 胸部エックス線検査 900 円

大腸がん 免疫便潜血検査（検便） 700 円

胃部エックス線検査（バリウム） 2,500 円
胃がん

４０歳以上の市民の方

胃内視鏡検査（胃カメラ） 3,000 円

子宮がん ２０歳以上の女性市民の方 頸部の細胞診、内診 1,000 円

乳がん ４０歳以上の女性市民の方 視触診、マンモグラフィ検査 1,300 円
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■ 市民の防災意識について

市民のみなさんの防災意識を調査し、各種防災計画等の見直しのための基礎データや、防災に関する普及・

啓発事業を実施する際の参考資料とさせていただくために、次の問にお答えください。

問 18 本市では、災害に関する情報を様々な手段を用いて提供しています。

（１）あなたは、次の手段で提供していることを知っていますか。（あてはまるもの全てに○）

１ 市ホームページの「川崎市防災気象情報」（パソコン、携帯電話）

２ メールニュースかわさき「防災気象情報」（電子メール配信サービス）

３ 同報系防災行政無線（屋外スピーカー）

４ 防災テレホンサービス

５ 緊急速報メール（NTT ドコモの「エリアメール」、ソフトバンク及びａu の「緊急速報メール」）

６ テレビ神奈川のデータ放送

７ ケーブルテレビのデータ放送

８ かわさきエフエム（79.1ＭＨｚ）による放送

９ 市ホームページの「防災情報ポータルサイト」（パソコン、携帯電話）

10 ツイッター「kawasaki_bousai」（パソコン、携帯電話）

11 広報車

12 その他（具体的に：                        ）

13 どれも知らない

（２）あなたは、どの手段で情報を入手したことがありますか。（あてはまるもの全てに○）

１ 市ホームページの「川崎市防災気象情報」（パソコン、携帯電話）

２ メールニュースかわさき「防災気象情報」（電子メール配信サービス）

３ 同報系防災行政無線（屋外スピーカー）

４ 防災テレホンサービス

５ 緊急速報メール（NTT ドコモの「エリアメール」、ソフトバンク及びａu の「緊急速報メール」）

６ テレビ神奈川のデータ放送

７ ケーブルテレビのデータ放送

８ かわさきエフエム（79.1ＭＨｚ）による放送

９ 市ホームページの「防災情報ポータルサイト」（パソコン、携帯電話）

10 ツイッター「kawasaki_bousai」（パソコン、携帯電話）

11 広報車

12 その他（具体的に：                        ）

13 どれも利用したことがない
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地震などの大きな災害が発生すると、被災地への電話が大量に殺到し、回線が大変混雑し、つながりにくく

なります。東日本大震災の直後も、携帯電話事業者によっては、最大で平常時の約 50～60 倍以上の通話が一

時的に集中しました。

各通信事業者では、災害時の通信の混雑の影響を避けながら、家族や知人との間での安否の確認や避難場所

の連絡等をスムーズに行うため、固定電話・携帯電話やインターネットによって、次のようなサービスを提供

しています。

●災害用伝言ダイヤル（電話番号 171）

被災地の方が、自宅の電話番号宛に安否情報（伝言）を音声で録音（登録）し、全国からその音

声を再生（確認）することができます。

●災害用伝言板

携帯電話・ＰＨＳのインターネット接続機能で、被災地の方が伝言を文字によって登録し、携帯

電話・ＰＨＳ番号をもとにして全国から伝言を確認できます。

  ※「災害用伝言ダイヤル（電話番号 171）」や「災害用伝言板（インターネット）」は、災害発生に

備えて利用方法を知っていただくために、毎月１日と 15 日や防災週間などに、体験利用できるよ

うになっています。

問 19 あなたは、「災害用伝言ダイヤル」や「災害用伝言板」を知っていますか。（○は１つだけ）

１ 「災害用伝言ダイヤル」と「災害用伝言板」を両方知っている → 問19-１、問19-２へ

２ 「災害用伝言ダイヤル」のみを知っている → 問19-１へ

３ 「災害用伝言板」のみを知っている → 問19-２へ

４ どれも知らない → 問20へ

「問 19 で、『災害用伝言ダイヤルを知っている』と回答した方にうかがいます。」

問 19-１ あなたは、「災害用伝言ダイヤル」の体験利用をしたことがありますか。（○は１つだけ）

１ 体験利用したことがある

２ 体験利用を知っていたが、利用したことはない

３ 体験利用を知らない

「問 19 で、『災害用伝言板を知っている』と回答した方にうかがいます。」

問 19-２ あなたは、「災害用伝言板」の体験利用をしたことがありますか。（○は１つだけ）

１ 体験利用したことがある

２ 体験利用を知っていたが、利用したことはない

３ 体験利用を知らない
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（全員の方に）

問 20 現在、大規模な地震に対応するため、あなたの家庭内で行っている取組は何ですか。

（あてはまるもの全てに○）

１ 家具類の適切な配置や転倒防止の対策を行っている

２ 窓ガラスの飛散防止の対策を行っている

３ 懐中電灯など、停電に対する備えがある

４ ３日分以上の食料が家にある

５ ３日分以上の飲料水（１人１日３リットル）が家にある

６ 家族で連絡方法を確認している

７ 避難所を確認している

８ その他（具体的に：                        ）

９ 特になし

問 21 あなたが、防災対策について行政に特に力をいれてもらいたいことは何ですか。

（あてはまるもの３つまでに○）

１ 災害時の情報提供及び広報

２ 防災訓練や防災教室など防災知識の啓発

３ 避難方法や避難場所の周知

４ 自主防災組織等の活動への支援

５ 避難所の設備や備蓄（水・食料・毛布など）

６ 高齢者や身体の不自由な方への支援対策

７ 帰宅困難者への対策

８ 災害時の医療体制

９ 公共施設の耐震化

10 地下街や高層ビルに対する防災対策の強化

11 一般住宅やマンションの耐震診断・耐震補助

12 がけ崩れや液状化などへの対策

13 洪水、集中豪雨などによる浸水への対策

14 津波対策、コンビナート対策など臨海部の防災対策

15 近隣自治体や企業などとの協力体制の強化

16 ボランティア等の受け入れ態勢の整備

17 その他（具体的に：                        ）

18 特になし

川崎市消防局イメージキャラクター 太助
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Ｆ１ 性別（○は１つだけ）

１ 男性 ２ 女性

Ｆ２ 年齢（○は１つだけ）

１ 20～24歳

２ 25～29歳

３ 30～34歳

４ 35～39歳

５ 40～44歳

６ 45～49歳

７ 50～54歳

８ 55～59歳

９ 60～64歳

10 65～69歳

11 70～74歳

12 75歳以上

Ｆ３ あなたのお仕事は、この中のどれですか。（○は１つだけ）

１ 自営業主

２ 家族従業（家業手伝い）

３ 勤め（全日）

４ 勤め（パートタイム）

５ 内職

６ 主婦・主夫（家事専業）

７ 学生

８ 無職（収入が年金のみの方を含む）

９ その他

「Ｆ３で、『１ 自営業主』『２ 家族従業（家業手伝い）』『３ 勤め（全日）』『４ 勤め（パートタイム）』

のいずれかに回答した方にうかがいます。」

Ｆ３-１ お仕事の内容を具体的にお聞かせください。（○は１つだけ）

１ 自営業主、２ 家族従業の方

（１～３の中からお選びください。）

勤め（３ 全日、４ パートタイム）の方

（４～８の中からお選びください。）

１ 農林漁業

２ 商工サービス業

３ 自由業

４ 経営・管理職 ７ 技能・労務職

５ 専門・技術職 ８ 販売・サービス職

６ 事務職

（全員の方に）

Ｆ４ お勤め先あるいは通学先はどちらですか。（○は１つだけ）

１ 川崎市内（お住まいと同じ区）

２ 川崎市内（お住まいと別の区）

３ 横浜市

４ 神奈川県内（川崎市・横浜市以外）

５ 東京都（23区内）

６ 東京都（23区以外）

７ その他

８ 通勤・通学していない

■ あなたご自身について

Ｆ４へ
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Ｆ５ あなたは、ふだん最寄り駅まで主にどのような交通手段をご利用になりますか。（○は１つだけ）

１ 徒歩

２ 自転車

３ 原付

４ バイク（原付を含まない）

５ バス

６ 自動車（送迎含む）

Ｆ６ Ｆ５で選択した交通手段を利用した場合、最寄り駅までの所要時間はおよそ何分ですか。（記入式）

分 （片道）

Ｆ７ あなたがお持ちの運転免許は、次のうちどれですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 自動車 ２ 自動二輪 ３ 原付のみ ４ 運転免許を持っていない

Ｆ８ あなたの世帯でお持ちの交通用具は、次のうちどれですか。（あてはまるもの全てに○）

１ 自転車

２ 原付

３ バイク（原付を含まない）

４ 自動車

５ その他（具体的に：          ）

６ いずれも持っていない

Ｆ９ あなたの現在のお住まいは、この中のどれにあたりますか。（○は１つだけ）

１ 持ち家（一戸建）

２ 持ち家（マンション・集合住宅等）

３ 借家（一戸建）

４ 借家（マンション・集合住宅等・公営住宅）

５ 借家（民間アパート・間借・下宿）

６ 社宅・寮・公務員住宅

７ その他

Ｆ10 現在、同居しているご家族は、あなたを含めて何人いらっしゃいますか。（○は１つだけ）

１ １人

２ ２人

３ ３人

４ ４人

５ ５人

６ ６人

７ ７人以上

Ｆ11 ご家族に中学生以下のお子さんはいらっしゃいますか。（○は１つだけ）

１ いる ２ いない

Ｆ12 65 歳以上の方は同居していらっしゃいますか。（○は１つだけ）

（ご自分が 65 歳以上の方は１に○をつけてください。）

１ いる ２ いない
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Ｆ13 あなたが現在お住まいの区はどちらですか。（○は１つだけ）

１ 川崎区

２ 幸区

３ 中原区

４ 高津区

５ 宮前区

６ 多摩区

７ 麻生区

Ｆ14 あなたのお住まいの地域の様子は、次のどれにあたりますか。（○は１つだけ）

１ オフィスビル、商業ビル、商店などがある地域

２ 古くからの住宅が中心となっている地域

３ 新しく開発された住宅地域

４ 住宅と工場が混在している地域

５ まわりに田畑や山林などの緑が残されている地域

６ その他（具体的に：                                  ）

Ｆ15 町内会に加入していますか。（○は１つだけ）

１ いる ２ いない

最後に、川崎市の市政について、ご意見やご要望等がございましたら、どんなことでもご自由に記入し
てください。

以上でアンケートは終了です。

ご協力大変ありがとうございました。


